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特
選
紙

特
選
紙

入
選
紙

入
選
紙

2
0
1
8
年
度
の
分
会
、
青
年

部
、
主
婦
の
会
、
シ
ニ
ア
友
の
会

の
機
関
紙
の
入
賞
紙
が
決
定
し
ま

し
た
。

「
特
選
紙
」
は
11
月
5
日
に
、

「
け
ん
せ
つ
」
元
編
集
長
の
高
畠

素
昭
さ
ん
と
向
井
光
也
さ
ん
が
選

定
し
、
「
入
選
紙
」
は
11
月
18
日

に
行
な
わ
れ
た
通
信
員
総
会
の

際
、
出
席
者
全
員
の
厳
正
な
投
票

に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

入
賞
紙
は
、
以
下
38
紙
と
な
り

ま
し
た
。

【
分
会
の
部
】

○
「
は
な
は
た
」
足
立
支
部
花
畑

分
会
○
「
ひ
ぐ
ら
し
さ
と
」
荒
川

支
部
日
暮
里
第
1
分
会
○「
奥
戸
」

葛
飾
支
部
奥
戸
分
会
○
「
み
ず
も

と
」
葛
飾
支
部
水
元
分
会
○
「
葛

西
西
」
江
戸
川
支
部
葛
西
西
分
会

○
「
は
ら
か
ら
」
板
橋
支
部
徳
丸

分
会
○
「
じ
ゅ
う
お
う
」
北
支
部

十
央
分
会
○
「
み
ち
く
さ
」
練
馬

支
部
桜
台
分
会
○「
新
と
よ
た
ま
」

練
馬
支
部
新
豊
玉
分
会
○
「
た
か

ま
つ
」練
馬
支
部
高
松
分
会
○「
き

た
み
」
世
田
谷
支
部
喜
多
見
分
会

○
「
な
る
ほ
ど
」
中
野
支
部
え
ご

た
分
会
○
「
善
福
寺
タ
イ
ム
ズ
」

杉
並
支
部
善
福
寺
分
会
○
「
れ
ん

じ
ゃ
く
だ
よ
り
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部
連
雀
分
会
○
「
一
本
杉
」
西
多

摩
支
部
羽
村
第
3
分
会
○
「
九
道

の
辻
」
小
平
東
村
山
支
部
南
分
会

【
青
年
部
の
部
】

○
「
雑
句
場
覧
」
杉
並
支
部
青
年

部【
主
婦
の
会
の
部
】

○
「
ひ
だ
ま
り
」
練
馬
・
石
神
井

台
分
会
主
婦
の
会
○
「
主
婦
の
ち

え
」
八
王
子
支
部
主
婦
の
会

【
シ
ニ
ア
友
の
会
の
部
】

○
「
あ
け
く
れ
」
渋
谷
支
部
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
○「
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
力
」

西
東
京
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
友
の
会

【
分
会
の
部
】

○
「
綾
瀬
」
足
立
支
部
綾
瀬
分
会

○
「
葛
の
花
園
」
江
戸
川
支
部
葛

西
第
二
分
会
○
「
け
や
き
」
豊
島

支
部
南
池
袋
分
会
○
「
さ
く
ら
」

豊
島
支
部
さ
く
ら
分
会
○
「
滝
の

流
れ
」北
支
部
滝
野
川
分
会
○「
む

ぎ
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
支
部
田

柄
分
会
○
「
さ
ん
ち
ゃ
」
世
田
谷

支
部
三
軒
茶
屋
分
会

【
青
年
部
の
部
】

○
「
い
っ
ぷ
く
」
練
馬
支
部
青
年

部
○
「
ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
」
渋
谷

支
部
青
年
部

【
主
婦
の
会
の
部
】

○
「
あ
ら
か
わ
」
荒
川
支
部
主
婦

の
会
○
「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」

練
馬
支
部
主
婦
の
会
○
「
あ
お
ぞ

ら
」
練
馬
支
部
高
松
分
会
主
婦
の

会
○
「
菜
の
花
」
練
馬
支
部
石
神

井
分
会
主
婦
の
会
○
「
井
戸
ば
た

か
い
ぎ
」
渋
谷
支
部
主
婦
の
会
○

「
い
な
ほ
」
多
摩
・
稲
城
支
部
主

婦
の
会

【
シ
ニ
ア
友
の
会
の
部
】

○
「
荒
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
荒
川
支

部
荒
友
会
○「
マ
イ
ス
タ
ー
通
信
」

中
野
支
部
マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部

【
多
摩
・
稲
城
・
主
婦
・
岩
武

佐
代
子
通
信
員
】
プ
レ
ミ
ア
ム
フ

ラ
イ
デ
ー
、
○
○
マ
ン
デ
ー
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
、
土
日
祝
日
休

み
、
残
業
な
し
…
。
同
じ
日
本
人

で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
の
国
の
話

か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
介
護
職
の

私
の
世
界
は
マ
ン
デ
ー
も
フ
ラ
イ

デ
ー
も
土
日
祝
日
な
し
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
あ
り
。
週
3
日
出
勤
と
決

め
て
い
て
も
、
都
合
よ
く
使
わ
れ

る
の
が
実
情
。

だ
が
今
後
の
不
安
も
山
積
み

で
、
Ａ
Ｉ
導
入
で
大
手
銀
行
が
万

単
位
の
人
員
削
減
を
し
た
り
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
よ

り
、
名
も
知
恵
も
な
く
段
々
衰
え

る
お
ば
ち
ゃ
ん
の
働
き
口
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
安
倍
首
相
は
1
0

0
歳
ま
で
元
気
で
働
け
る
社
会
を

め
ざ
す
と
あ
る
が
、
1
0
0
歳
ま

で
も
働
き
た
く
な
い
し
、
元
気
で

い
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

介
護
職
は
国
や
会
社
の
方
針
に

左
右
さ
れ
、
自
分
を
殺
し
、
人
に

優
し
い
職
種
。
前
期
高
齢
者
入
り

を
機
に
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
に
優

し
い
職
に
就
き
た
い
。仕
事
内
容
、

時
間
、
体
力
的
に
自
分
に
合
わ
せ

た
働
き
方
を
し
た
い
と
思
う
。
自

分
に
優
し
く
他
人
に
も
優
し
く
働

き
続
け
た
い
。

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
2
0
1
8
年
度
通
信
員
総
会
で
は
、参
加
さ
れ
た
通
信
員
の
皆
さ
ん
に「
私

の
働
き
方
改
革
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
国
の
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
意
見
や
自
分
自
身
の
働
き
方
に
つ

い
て
記
事
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

岩武さん

【
中
野
・
設
計
・
筧
豊
通
信
員
】

今
年
6
月
に
成
立
し
た
「
働
き

方
改
革
法
案
」
は
、
安
倍
首
相
が

進
め
て
い
る
「
日
本
の
か
た
ち
」

を
変
え
る
一
連
の
改
革
の
中
で
、

労
働
法
制
に
メ
ス
を
入
れ
る
法
案

で
す
。
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
い
う
高
所
得
者
の
一
部
の
専

門
職
に
つ
い
て
労
働
時
間
規
制
の

対
象
か
ら
、
完
全
に
外
す
と
い
う

も
の
で
す
。

国
会
審
議
に
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
も
、
改
ざ
ん
さ
れ
、
内

容
も
ず
さ
ん
で
、
そ
ん
な
資
料
を

元
に
成
立
し
た
法
案
は
、
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
政
府
は

今
回
の
法
案
を
私
た
ち
庶
民
ま
で

巻
き
込
む
よ
う
画
策
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。

安
倍
政
権
が
進
め
る
改
革
は
、

大
企
業
か
ら
の
要
望
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
企
業
が
儲
か

る
た
め
な
ら
、
無
理
に
で
も
法
案

を
通
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
こ
の
法
案
は
違
憲
の
可
能

性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
憲

法
25
条
第
1
項
に
す
べ
て
の
国
民

は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
と

あ
り
ま
す
。

将
来
、
私
た
ち
国
民
は
健
康
で

文
化
的
な
生
活
が
で
き
な
く
な
る

日
が
来
ま
す
ね
。

【
目
黒
・

空
調
・
青
木

清
通
信
員
】

朝
7
時
前
に

出
勤
し
て
、

夜
は
11
時
、

零
時
過
ぎ
も

当
た
り
前
の

よ
う
な
勤

務
。
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
の

シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て

働
く
我
が
家
の

婿
さ
ん
（
娘
の

夫
）
。
や
っ
と
40
歳
だ
が
、
こ
れ

で
は
過
労
死
。
死
ん
だ
ら
慰
謝
料

タ
ッ
プ
リ
取
っ
て
や
る
か
ら
と
変

な
励
ま
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
彼
が
ス
ト
レ
ス
で
ダ
ウ

ン
し
て
3
月
の
病
欠
。
そ
れ
か
ら

で
す
、
彼
の
勤
務
生
活
が
変
わ
っ

た
の
は
。
今
で
は
6
時
前
後
に
帰

宅
す
る
こ
と
も
ふ
え
ま
し
た
。

し
か
し
、彼
は
夕
食
を
家
族
と

共
に
す
る
こ
と
も
な
く
一
人
で
、

自
室
で
済
ま
せ
ま
す
。当
然
、子
ど

も
と
の
会
話
も
少
な
く
、
接
触
も

不
器
用
。
こ
の
家
族
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

労
働
に
お
け
る
人
間
性
の
疎

外
、
壊
さ
れ
た
人
格
は
家
庭
ま
で

崩
壊
さ
せ
ま
す
。
家
族
の
団
ら
ん

が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
が
大
切
か
、
何
の
た
め
に
働
く

か
が
忘
れ
ら
れ
、
お
金

さ
え
あ
れ
ば
豊
か
な
の

か
。
そ
の
豊
か
さ
さ
え

奪
う
働
き
方
改
革
っ
て

一
体
何
。

青木さん

筧さん

【
江
戸
川
・
設
備
・
田
嶋
隆
人

通
信
員
】
そ
も
そ
も
働
き
方
改
革

の
背
景
に
は
生
産
年
齢
人
口
の
大

幅
な
減
少
が
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
我
々
の
建
設
業

界
で
は
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
労
働
力
不
足
を
改
善
す
る
に

は
今
ま
で
労
働
市
場
に
参
加
し
て

い
な
い
女
性
や
高
齢
者
な
ど
働
き

手
を
ふ
や
し

た
り
、
労
働

生
産
性
を
今

ま
で
以
上
に

上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
私
が
望
む
働
き

方
改
革
は
、
人
手
を
急
激
に
ふ
や

す
の
は
難
し
い
の
で
、
Ａ
Ｉ
や
最

新
の
工
具
、
機
器
な
ど
の
導
入
を

国
が
促
進
・
助
成
し
生
産
性
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
一
番
近
道
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
2
人
で
行
な

っ
て
い
た
作
業
も
1
人
で
済
み
、

労
働
時
間
も
大
幅
に
短
縮
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

労
働
人
口
が
不
足
し
て
い
る

今
、
悲
し
い
言
い
方

で
す
が
、
「
文
明
の

利
器
」
に
頼
る
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。

結
果
、
賃
金
の
上
昇

も
見
込
め
る
で
し
ょ
う
し
、
建
設

業
界
の
人
気
も
上
が
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田嶋さん

【
渋
谷
・

看
板
・
加
藤

行
夫
通
信

員
】
学
校
の

先
生
や
保
母

さ
ん
は
就
業

時
間
内
に
仕

事
が
終
わ
ら

ず
、
自
宅
に

持
ち
帰
り
続

き
を
行
な

う
。
残
業
代

は
つ
か
な

い
、
自
分
に

能
力
が
な
い

の
か
と
自
分

を
責
め
る
方

も
お
ら
れ
る

と
か
。

こ
の
「
働

き
方
改
革
」
は
「
働
か
せ
方
改
革
」

で
は
な
い
か
。
私
の
娘
は
Ｉ
Ｔ
関

係
で
働
い
て
い
る
が
、
朝
9
時
か

ら
帰
り
は
夜
7
時
か
8
時
頃
に
な

る
。
「
残
業
代
は
出
る
の
」
と
聞

く
と
「
給
料
に
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
全
然
出
な
い
」
。
そ
れ
ほ
ど
高

賃
金
で
も
な
さ
そ
う
な
の
に
一
切

残
業
代
は
出
ず
働
か
さ
れ
る
。
ま

さ
に
「
働
か
せ
方
改
革
」
の
先
取

り
で
は
な
い
か
。

8
時
間
働
い
て
、
8
時
間
は
寝

て
、
8
時
間
は
自
由
な
時
間
を
取

る
。
こ
れ
が
正
常
な
過
ご
し
方
で

は
な
い
か
。低
賃
金
、長
時
間
労
働

は
人
間
を
壊
し
、
社
会
生
活
を
破

壊
す
る
。「
改
革
」は
認
め
ら
れ
な

い
。
各
自
が
置
か
れ
て
い
る
場
所

で
、
実
行
さ
せ
な
い
運
動
を
仲
間

と
共
に
行
な
う
こ
と
が
大
切
だ
。

加藤さん

内田さん

【
板
橋
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
理
・

内
田
恒
夫
通
信
員
】
働
き
方
と
言

っ
て
も
、
業
種
、
職
種
に
よ
っ
て

様
々
な
形
が
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
、
今
の
時
代
で
よ
く
言
わ

れ
る
社
畜
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
働

き
方
は
絶
対
に
望
ま
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
言
う
こ
と
。
た
だ
、
仕

事
と
言
う
の
は
あ
る
程
度
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
い
く
ら
や
っ
て

も
キ
リ
が
な
い
ほ
ど
面
白
い
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

次
に
、
本
人
が
納
得
で
き
て
、

誇
り
が
持
て
る
仕
事
を
す
る
と
言

う
こ
と
、
本
人
が
疑
問
を
持
ち
、

納
得
で
き
な
い
状
態
で
は
、
い
い

仕
事
な
ど
で
き
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
な
り
の
報
酬
が

得
ら
れ
る
仕
事
、
自
分
の
仕
事
の

評
価
が
期
待
ハ
ズ
レ
で
あ
っ
た
場

合
、
仕
事
の
意
欲
は
削
が
れ
て
し

ま
い
、
仕
事
の
能
率
、
成
果
に
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

ま
あ
、
簡
単
に
言
え
ば
、
仕
事

を
す
る
側
の
人
間
が
気
持
ち
よ
く

仕
事
が
で
き
る
環
境
、
自
ら
、
仕

事
に
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
、
働
き
方
改

革
と
な
る
と
思
う
、
い
く
ら
政
府

の
お
役
人
が
そ
れ
ら
し
い
法
律
を

作
っ
て
も
、
実
際
仕
事
を
す
る
の

は
人
間
だ
か
ら
…
。

詰
将
棋
の
解
答
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二
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二
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四
桂
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同
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一
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三
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三

馬
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同
玉
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3
二
竜
ま
で
9
手
詰
。

求

人

分
会
機
関
紙
等
コ
ン
ク
ー
ル

分
会
機
関
紙
等
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
８
年
度
入
賞
紙

文
明
の
利
器
頼
み
に

自
分
に
も
優
し
く
働
く

人
手
急
増
は
む
ず
か
し
い

都
合
よ
く
使
わ
れ
る
介
護
職

環
境
づ
く
り
が
大
切

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
や
る

ず
さ
ん
な
国
会
審
議

憲
法
２５
条
は
な
い
が
し
ろ

「働かせ方改革」にＮＯ
娘は残業代なし

ストレスで婿がダウン

心配な娘の家庭


